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「脳」は「身体」の枠組みを超えるか。 

～「自己性」の観点から～ 

○菊池 吉晃（首都大学東京） 
 
【身体の自己認知は、 

脳内の状況依存的自他識別機構を活性化する】 
私たちはいつも自分の手を1人称視点(1PP: 1st 

person perspective)で見ている。しかし、同じ自分の
手でも、鏡を通して見るとあたかも別人の手のように

感じることがある。この時、脳はどのような活動性を

示すのだろうか。両者を比較すると、前者ではいわゆ

る前頭・頭頂ネットワークが高い活動性を示すが、後

者では何ら特別な活動性を示さない。このネットワー

クは、私たちが実際モノに手を伸ばし操作するための

神経回路であり、1PPでは、自己主体的な運動行為の
ための準備状態が脳の中にできていることが窺われる。

同時にそれは脳の中の自他識別のための活動でもある。 
3人称視点(3PP: 3rd person perspective)で、動く自
己身体を見るとき脳はどのような活動性を示すのだろ

うか。自己と他者の身体が不安定な状態におかれたと

きの3PPにおける脳活動について比較してみた。その
結果、自己身体が不安定な状態では、メタ認知に関与

する右吻外側前頭前野の他、実際に自己身体が不安定

な状態におかれる時に活動する脳部位、すなわち、前

庭皮質である右頭頂-島-前庭皮質 (PIVC: parieto - 
insular - vestibular cortex)、交感神経系の無意識的活
動を反映する右島皮質後部、危険状態から身を守る動

作を誘発する右腹側運動前野、前庭神経核に直結する

右傍小脳脚核が活動する。一方で、他者身体が不安定

な状態では、視覚認知に関与する脳活動のみであった。

これは、状況依存的な自他識別機構の活性化が脳内に

生じていることを示している。 
 
【身体運動行為の制御機構は、自他識別機構である】 
人間の精緻な運動行為が可能なのは、フォワードモ

デルという機構が脳内に存在するからである、と脳科

学では説明されている。端的に言えば、人が運動行為

をおこなおうとする際、運動指令が運動野に送られる

と同時に、それに基づいて運動行為を行った時にフィ

ードバックされる感覚の予測が計算され、両者が比較

されるという考え方である。この機構に基づくと、人

間の「身体と精神との乖離」や統合失調症の患者に認

められるpassivity experience (させられ体験)などの
「自他識別の機構」が理論的に説明される。この機構

において、右側頭-頭頂接合部 (TPJ: temporo-parietal 
junction)は重要な役割を果たす。健常者を対象とした
実験をおこなった。手元をビデオカメラで撮影しその

映像を被験者にフィードバックしながらペグパズルを

やってもらう。その際、フィードバックの遅延時間を

様々に変えてやると、TPJの活動は遅延時間に正比例

して大きくなる。2秒という異常に長い遅延条件では、
もはや簡単なパズルさえできなくなり、多くの被験者

は、「映像の中の手は、もはや自分の手とは思えない。」

と実験後に語っていた。被験者はもちろん理論的・客

観的にはそれが自分の手であることを知っているにも

かかわらず、である。そして、その時に観測されるTPJ
のきわめて大きな活動は、映し出される自己の手が自

己から乖離しようとするのを必死で繋ぎとめようとす

る、ある種「脳の足掻き」のようにさえ感じられる。 
 
【自己が自己に触れることには生物学的意味がある】 
自己が自己に触れる状況もある。私たちは、誰かと

話をしているとき何気なく両手を擦り合わせたり、ま

たよく見ると、相手も話しながら頬に手を当てていた

り・・と。心理学的に言うなら自己の確認作業という

ところだろうか。この動作、とても気になり、調べて

みた。通常の状況下における健常者の脳機能研究であ

る。自己の右手が自己の左手を摩ると、帯状回-扁桃体
ネットワークが活性化し、吻側延髄腹内側部にある神

経が左手からの感覚入力を抑制するとともに交感神経

系の活動をも抑制できる可能性が示された。このネッ

トワークは、本来痛みの抑制機構として知られている

が、この研究ではとくに痛みのない通常の状態で、た

だ単に自己が自己に触れるだけで作動するのが面白い。

母親を失った子ザルは自分の腕や手を頑なに触り続け

る。喪失感や不安感を少しでも和らげるための行為で

ある。自己が自己に触れることは自己を守るための無

意識的行為である、というのが生物学的理解であろう。 
 
【脳は、身体を通して「物理」を知る】 

モノ(物体)が、地球の重力原理(物理法則)にしたがっ

て正しく運動しているかどうか、私たちはどのように

してそれを判断するのだろうか。我々の脳には、ニュ

ートン力学のような精度はないにしても、物理法則に

従っているか否か、ある程度判断できることがわかっ

た。そして、この判断には、島皮質が関係する。島皮

質には、自律神経など身体内部の状態に関する無意識

の情報が絶えまなく送られてくる。物理法則にしたが

って動くモノの物理的合理性の知覚は、動きに関する

情報が身体や内臓を通して処理されることによって成

立する可能性を示唆している。私たちは、出生後ある

いは胎児の頃から、重力場の中に適応し、個としての

生命を繋げてきた。その過程において、身体と脳は、

適応に必要な物理法則を無意識の内に獲得してきたの

かもしれない。そして、脳は、それを「知」としての

物理学を構築してきたのかもしれない。 
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